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は
じ
め
に

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
『
日
本
書
紀
訓
考
』（
１
）（

以
下
「
本
書
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）

は
、
関
四
郎
太
（
以
下
「
著
者
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
の
著
作
に
か
か
る
『
日
本
書
紀
』

の
注
釈
書
（
た
だ
し
、
巻
一
神
代
上
「
四
神
出
生
章
」
一
書
第
十
一
ま
で
）
で
あ
り
、
明
治
十

一
年
の
刊
記
を
持
つ
。
明
治
初
期
に
は
、
江
戸
時
代
頃
ま
で
の
そ
れ
と
は
一
線
を
画
す
る
『
日

本
書
紀
』
の
訓
点
付
き
版
本
や
注
釈
書
の
類
（
２
）

が
著
さ
れ
、
次
々
に
上
梓
さ
れ
た
。

本
書
も
こ
れ
ら
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
一
本
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
管
見
の
限
り
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
般

た
ま
た
ま
架
蔵
に
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
本
を
一
瞥
す
る
限
り
、
全
体
の
構
成
や
本
文
の
訓

読
・
解
釈
等
の
上
で
、
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
特
色
を
多
く
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
、『
日
本
書
紀
』
の
訓
点
付
き
書
写
本
・
版
本
お
よ
び
注
釈
書
の
類
に
つ
い
て
、
主
に

そ
こ
に
見
え
る
訓
読
に
つ
い
て
の
立
場
か
ら
、
い
く
つ
か
の
小
考
を
加
え
て
き
た
こ
と
と
も
併

せ
、
本
書
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
本
書
の
特
色
に
つ
い
て
、
少
し
く
私
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
の

が
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

成
立
の
背
景
と
概
要

本
書
の
著
者
関
四
郎
太
は
越
後
柏
崎
の
人
で
、
武
左
衛
門
、
守
雄
と
も
号
し
、
明
治
十
六
年

六
十
八
歳
で
没
し
て
い
る
。
江
戸
に
出
て
前
田
夏
蔭
の
門
に
入
っ
て
国
学
を
修
め（
３
）

、
ま
た
和

歌
を
よ
く
し
て
、
成
島
柳
北
、
本
居
豊
穎（
４
）

と
も
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
著
書
と
し
て

は
、『
万
葉
集
類
題
』
な
る
著
が
あ
る
旨
、『
国
書
総
目
録
』
に
記
載（
５
）

が
あ
る
。
ま
た
、『
柏
崎

文
庫
』
の
編
纂
で
知
ら
れ
る
関
甲
子
次
郎
は
、
四
郎
太
野
の
孫
に
あ
た
る
（
６
）

。

本
書
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
一
神
代
巻
上
（
冒
頭
か
ら
「
四
神
出
生
章
」
一
書
第
十
一
途
中

ま
で
）
の
注
釈
書
で
あ
り
、「
明
治
十
一
年
版
権
免
許
」「
同
十
二
年
出
版
（
第
三
冊
）・
同
十

六
年
出
版
（
第
五
冊
）」
の
刊
記
を
持
つ
。
全
五
巻
五
冊
、
大
本
の
袋
綴
、
全
冊
共
に
布
目
浅

黄
色
の
紙
表
紙
。
各
表
紙
に
子
持
ち
界
線
入
り
の
刷
り
題
箋
が
あ
っ
て
、

「
日
本
書
紀
訓
考
　
關
四
郎
太
註
解
　
一
（
〜
五
）」

の
よ
う
に
外
題
が
あ
り
、
各
冊
表
紙
見
返
し
に
朱
地
の
内
表
紙
が
あ
っ
て

「
關
四
郎
太
註
解
／
日
本
書
紀
訓
考
／
北
越
　
關
氏
藏
版
」

と
内
題
が
あ
る
。（
図
一
参
照
）

各
冊
は
、

第
一
冊
　
序
・
二
丁
（
本
居
豊
穎
門
人
田
所
千
秋
書
・
図
二
参
照
）

巻
一
・
八
十
二
丁
「
此
書
撰
る
故
由
縁
」「
大
御
代
之
繼
繼
御
代
之
御
子
等
」

第
二
冊
　
巻
二
・
五
十
丁
　
冒
頭
〜
神
代
七
代
章

第
三
冊
　
巻
三
・
四
十
九
丁
　
大
八
洲
生
成
章

第
四
冊
　
巻
四
・
五
十
一
丁
　
四
神
出
生
章
本
伝
〜
一
書
第
五

第
五
冊
　
巻
五
・
百
十
二
丁
　
四
神
出
生
章
一
書
第
六
〜
十
一

の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
訓
考
』
に
つ
い
て
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『
日
本
書
紀
訓
考
』
は
明
治
十
二
年
の
刊
記
を
持
つ
日
本
書
紀
神
代
巻
に
つ
い
て
の
注
釈
書
（
未
完
）

で
あ
り
、
越
後
柏
崎
の
関
四
郎
太
な
る
人
物
が
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
本
居
宣
長
『
古
事
記
傳
』

に
範
を
取
り
、
全
面
的
に
依
拠
し
て
、
此
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
を
目
指
そ
う
と

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
書
紀
本
文
に
は
「
漢
文
の
潤
色
」
が
多
く
見
ら
れ
る
と
し
て
こ
れ
を
廃
し
、

ま
た
返
読
を
用
い
ず
に
傍
訓
を
施
し
て
い
く
な
ど
、
多
く
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
特
色
の
意

図
を
、
端
的
な
例
を
掲
げ
て
考
察
し
た
。
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各
丁
は
横
約
十
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
縦
十
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
子
持
ち
界
線

が
あ
り
、
欄
外
の
頭
書
等
は
な
い
。
版
芯
は
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
幅
で
取
ら
れ
、

袋
綴
の
表
丁
に
あ
た
る
側
に

「
○
日
本
書
紀
訓
考
　
巻
一
（
〜
五
）
○
一
（
〜
百
十
二
）」

の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

各
丁
は
、
一
行
十
二
文
字
・
一
丁
五
行
の
大
字
で
記
さ
れ
る
書
紀
本
文
（
本
伝
部
分
）
の
字

詰
め
が
標
準
と
な
り
、
書
紀
本
文
の
一
書
部
分
は
割
書（
７
）

、
注
釈
部
分
は
一
字
下
げ
の
上
割
書

（
必
要
に
応
じ
て
更
に
割
書
）
の
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
と
な
っ
て
い
る
。
巻
一
の
「
此
書
撰

る
故
由
縁
」
部
分
は
一
字
下
げ
を
採
ら
ず
、
巻
二
以
下
の
注
釈
部
分
と
同
様
の
漢
字
平
仮
名
交

じ
り
文
で
あ
る
。「
大
御
代
之
繼
繼
御
代
之
御
子
等
」
部
分
は
系
図
形
式
で
あ
る
が
同
様
の
文

字
詰
め
・
行
詰
め
に
従
っ
て
い
る
。（
図
三
〜
六
参
照
）

本
文
の
料
紙
及
び
版
の
書
体
、
摺
刷
等
は
、
明
治
十
年
代
の
木
版
出
版
物
に
広
く
見
ら
れ
る

一
般
的
な
も
の
と
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

巻
一
冒
頭
に
は
二
丁
表
裏
に
わ
た
る
序
文
が
あ
っ
て
、
著
者
関
四
郎
太
の
紹
介
お
よ
び
本
書

上
梓
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
古
事
記
傳
』
の
よ
う
に
精
細
な
『
日
本

書
紀
』
の
訓
読
・
注
解
を
目
指
す
著
者
の
努
力
の
半
ば
で
は
あ
る
が
、
敢
え
て
そ
れ
を
上
梓
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
巻
一
「
此
書
撰
る
故
由
縁
」
で
は
、
著
者
自
身
が
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
の
類

は
多
い
も
の
の
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
「
全
く
訓
を
付
た
る
」
も
の
は
未
だ
無
い
旨
を
述
べ
、
黒

羽
板
日
本
書
紀
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
先
行
す
る
日
本
書
紀
刊
本
・
注
釈
書
類
を
挙
げ
て
そ
の

缺
を
述
べ
た
上
で
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
『
古
事
記
傳
』
の
よ
う
な
注
釈
書
を
目
指
し
た
意

図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
日
本
書
紀
は
「
漢
文
」
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
の
「
皇
國

言
」
に
「
漢
意
」
が
多
く
混
入
し
、「
讀
事
」
が
「
難
」
く
な
っ
て
い
る
旨
を
重
視
し
、
著
者

自
身
の
考
え
る
日
本
書
紀
著
作
の
原
点
を
明
ら
か
に
す
る
「
訓
」
を
考
え
よ
う
と
し
た
も
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
本
書
著
作
の
動
機
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、「
漢
文
の
潤
色
」
を
排
除
す
る
た
め
に
『
祝
詞
考
』
に
見
ら
れ
る
表
現
を
一
つ
の
基

準
と
し
て
日
本
書
紀
本
文
の
吟
味
を
試
み
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

巻
一
内
容
の
概
略

本
書
巻
一
は
先
述
の
よ
う
に
「
此
書
撰
る
故
由
縁
」
と
「
大
御
代
之
繼
繼
御
代
之
御
子
等
」

と
題
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、
著
作
の
動
機
に
あ
た
る
記
述
に
続
い
て
、

実
際
の
本
文
注
解
の
た
め
の
基
礎
的
な
事
項
を
記
述
し
て
い
る
。
構
成
は
『
古
事
記
傳
』
の
そ

れ
に
倣
っ
て
、
先
ず
「
假
字
の
事
」
と
し
て
、
日
本
書
紀
全
巻
か
ら
、
万
葉
仮
名
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
漢
字
を
抽
出
し
、
五
十
音
順
に
整
理
し
て
本
文
中
で
の
用
法
を
記
述
し
て
い
る

（
図
四
参
照
）。

記
述
は
、

此
中
に
婀
ノ

字
は
。
一
ノ

巻
﹇
三
八
丁
﹈
に
於
褒
婀
娜
武
智
﹇
如
レ

此
あ
れ
ど
も
。
オ
ホ
ナ

ム
ヂ
ト
訓
べ
し
。
そ
は
其
處
に
云
フ

べ
し
。﹈（
巻
一
・
三
丁
裏
）

の
よ
う
な
形
式
で
、
個
々
の
文
字
に
つ
い
て
、
実
際
の
用
例
を
掲
げ
て
そ
の
用
法
を
示
し
て
い

る
。
示
さ
れ
た
用
例
の
掲
出
位
置
「
三
八
丁
」
は
、
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
（
８
）

に
あ
た
る
。
従
っ

て
本
書
は
、
そ
の
著
作
に
あ
た
っ
て
書
紀
本
文
の
底
本
と
し
て
寛
文
九
年
版
本
を
用
い
た
も
の

と
考
え
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
掲
げ
ら
れ
た
用
例
を
一
瞥
す
る
と
、
歌
謡
、
訓
注
、
神

名
等
の
固
有
名
な
ど
広
く
日
本
書
紀
全
三
十
巻
に
わ
た
っ
て
採
ら
れ
て
お
り
、
遺
漏
と
思
わ
れ

る
も
の
は
少
な
い
（
９
）

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書
の
本
文
注
釈
部
分
は
神
代
巻
上
中
途
ま
で
の
み
で

あ
る
が
、
本
書
著
作
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
的
な
作
業
が
、
日
本
書
紀
全
巻
に
わ
た
っ
て
準
備
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
の
「
假
字
の
事
」
の
記
述
は
『
古
事
記
傳
』（
巻
一
・
二
十
九
丁
表
以
下
）
の
「
假
字

の
事
」
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
10
）

。

『
古
事
記
傳
』
で
は
こ
う
し
た
五
十
音
順
の
記
述
の
後
に
、「
假
字
用
格
の
こ
と
」（
巻
一
・

三
十
八
丁
以
下
）
と
し
て
、
清
濁
の
書
き
分
け
な
ど
の
記
述
が
あ
る
が
、
本
書
も
別
項
を
立
て

て
は
い
な
い
も
の
の
「
假
字
用
格
の
事
」
と
し
て
同
様
の
記
述
（
巻
一
・
十
七
丁
裏
以
下
）
が

あ
る
。
し
か
し
、『
古
事
記
傳
』
の
そ
れ
を
基
準
と
し
て
個
々
の
用
例
に
当
て
は
め
て
い
る
た

め
、
必
ず
し
も
正
確
な
分
析
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
部
分
も
散
見
し
、「
さ
て
書

紀
は
古
事
記
に
比
ぶ
れ
ば
清
濁
の
違
へ
る
事
多
し
」（
同
前
）
と
述
べ
る
に
至
っ
て
い
る
。

『
古
事
記
傳
』
に
は
こ
れ
に
続
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
」
に
あ
た
る
仮
名
の

用
法
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
も
そ
れ
に
着
目
し
、「
古

事
記
傳
一
﹇
四
十
一
丁
﹈
に
。
古
事
記
に
は
。
假
字
の
定
ま
れ
る
事
多
し
と
あ
り
。」（
巻

一
・
二
十
丁
裏
以
下
）
と
し
て
、『
古
事
記
傳
』
の
記
述
を
要
約
・
引
用
し
て
掲
げ
て
い
る
。

宣
長
の
指
摘
し
た
意
図
は
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
此
紀
に
も
然
る
格
あ
り
し
と

思
へ
ど
。
未
だ
熟
も
考
え
ず
。」（
巻
一
・
二
十
一
丁
表
）
と
し
て
、
書
紀
に
つ
い
て
の
言
及

は
避
け
て
し
ま
っ
て
い
る
（
11
）

。

万
葉
仮
名
に
関
す
る
記
述
に
続
い
て
二
十
九
丁
表
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
助
字
類
を
列
挙
し
、
そ

の
訓
み
や
用
法
・
機
能
を
述
べ
る
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
も
『
古
事
記
傳
』
の
そ
れ
に
倣
っ
た
も
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〈
図
二
〉
序
文
冒
頭
部
分
（
第
一
冊
一
丁
表
）

〈
図
一
〉
表
紙
見
返
し
（
第
一
冊
）

〈
図
四
〉
巻
一
「
假
字
の
事
」
の
項
冒
頭
部
分
（
第
一
冊
　
三

丁
裏
）

〈
図
三
〉
巻
一
本
文
「
此
書
撰
る
故
由
縁
」
冒
頭
部
分
（
第
一

冊
三
丁
表
）

〈
図
六
〉
巻
一
「
大
御
代
之
繼
繼
御
代
之
御
子
等
」
冒
頭
部
分

（
巻
一
・
四
十
二
丁
表
）

〈
図
五
〉
巻
一
助
字
の
記
述
部
分
（
第
一
冊
　
三
十
丁
裏
）
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の
で
あ
る
。
個
々
の
文
字
を
挙
げ
、

於

と
訓
字
な
り
。
…
…
（
中
略
）
…
…
古
事
記
傳
一
に
凡
て
古
書
に
此
ノ

格
多
し
と

あ
り
。
此
ノ

紀
に
は
い
と
多
く
あ
り
て
其
ノ

中
に
は
捨
て
讀
ま
じ
き
も
あ
り
…
…

（
巻
一
・
三
十
丁
裏
）

の
よ
う
に
、
訓
を
掲
げ
、『
古
事
記
傳
』
の
記
述
を
基
準
に
用
法
や
用
例
を
述
べ
て
い
る
が
、

た
と
え
ば
こ
の
「
於
」
字
の
項
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
不
読
の
場
合
を
「
捨
て
ゝ
讀

ま
じ
き
」
と
し
て
い
る
点
な
ど
は
、
後
述
の
「
漢
文
の
潤
色
」
を
廃
そ
う
と
す
る
姿
勢
に
つ
な

が
る
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
万
葉
仮
名
や
助
字
類
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
の
後
に
、「
大
御
代
之
繼
繼
御
代
之

御
子
等
」（
巻
一
・
四
十
二
丁
表
以
下
）
と
し
て
、
三
十
丁
に
も
及
ぶ
系
図
形
式
の
登
場
神
・

人
物
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
天
御
中
主
神
」
か
ら
「
草
壁
皇
子
」
に
至
る
、
書

紀
全
巻
に
わ
た
る
諸
神
及
び
皇
統
の
一
覧
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
『
古
事
記
傳
』
巻
二
の

「
大
御
代
之
繼
繼
御
代
之
御
子
等
」（
巻
二
・
二
十
三
丁
表
〜
六
十
丁
表
）
に
倣
っ
た
も
の
で
あ

る
。
形
式
は
『
古
事
記
傳
』
の
そ
れ
に
依
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
書
紀
の
記
述
に
従
っ
て
独
自

に
編
纂
し
た
（
12
）

も
の
で
あ
り
、
書
紀
全
巻
に
わ
た
る
十
分
な
理
解
の
跡
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ

る
。本

書
は
こ
の
後
に
「
後
に
附
云
」
と
し
て
、
本
書
編
纂
の
意
図
と
巻
二
以
下
の
注
釈
の
具
体

的
な
方
法
を
記
し
て
い
る
。
先
ず
、

此
ノ

書
撰
る
事
は
上
に
も
云
ヘ
る
如
く
。
漢
文
の
潤
色
と
思
ふ
字
を
。
○

を
な
し
て
捨
て
し
は
祝
詞
考
に
依
レ

り
。
其
は
皇
國
文
を
崇
み
て
調
美

麗
言
を
雅
に
な
さ
む
が
為
な
り
。
さ
て
此
を
讀
て
古
ヘ

言
を
得
た
ら

む
に
は
。
右
の
○
は
消
べ
き
事
な
り
。（
巻
一
・
七
十
八
丁
表
）

と
し
て
、
書
紀
本
文
中
の
「
漢
文
の
潤
色
」
と
思
わ
れ
る
文
字
を
「
○
」
印
を
付
け
て
示
し
、

「
皇
國
文
」
の
「
美
麗
言
」
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
し
て
い
る
。
○
印
の
文
字
は
本
来
の

「
古
言
」
を
得
る
た
め
に
は
消
去
さ
れ
る
べ
き
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

又
正
し
く
落
字
と

見
ゆ
る
を
は
書
加
へ
て
・
□
を
な
し
ゝ
は
。
百
年
の
後
も
動
か
す
ま
じ
き
と
の

事
に
て
。
箱
の
中
へ
は
入
レ

し
な
り
。
又
如
レ

此
訓
を
附
し
は
。
今
ノ

世
に
も

歌
を
詠
る
に
て
。
然
皇
國
の
古
ヘ

書
は
。
調
美
麗
な
す
事
と
思
ひ
て
の

事
な
り
。（
巻
一
・
七
十
八
丁
裏
）

と
し
て
、
本
文
の
「
落
字
」
補
入
に
つ
い
て
述
べ
、「
百
年
の
後
も
動
か
す
ま
じ
き
」
と
、
そ

の
補
入
に
つ
い
て
の
自
信
を
伺
わ
せ
る
記
述
が
あ
り
、
一
方
で
、
附
訓
は
歌
作
の
た
め
の
「
古

言
」
の
「
調
美
麗
」
を
示
す
意
図
で
あ
る
と
も
述
べ
、
本
書
編
纂
の
基
本
的
な
姿
勢
を
述
べ
て

い
る
。

巻
二
以
下
の
本
文
の
記
述

日
本
書
紀
本
部
に
つ
い
て
の
注
釈
は
巻
二
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
の
形
式
は
図
七
・
八
に
冒
頭

部
分
を
掲
げ
て
示
す
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

先
に
も
述
べ
た
、
書
紀
本
文
の
「
漢
文
の
潤
色
」
を
指
摘
す
る
記
述
の
他
、
訓
読
の
仕
方
そ

れ
自
体
も
か
な
り
特
徴
的
で
あ
る
。
実
際
に
天
地
開
闢
章
本
殿
冒
頭
部
分
（
第
二
冊
六
丁
表
〜

同
裏
）
に
つ
い
て
、
内
容
を
見
て
み
た
い
。

当
該
部
分
（
図
七
・
八
）
の
翻
字
を
左
に
掲
げ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
○
」
印
で
示
さ
れ
た
「
捨
つ
べ
き
」
字
は
、
本
書
全
体
で
五
六
二
字
に
も
及

ぶ
。
日
本
書
紀
本
文
の
当
該
部
分
の
文
字
数
が
四
七
二
五
字（

13
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、

本
文
の
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
文
字
を
「
漢
文
の
潤
色
」
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
○
」
印
を
付
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
続
く
注
釈
部
分
に
記
述
が
あ
る
。
例
え
ば
、
右
に

掲
げ
た
「
及
」
字
に
関
し
て
は
、

古

天
地
未
剖
、
陰
陽
不
分
、
渾

沌

如
 

イ
ニ
シ
ヘ
ア
メ
ツ
チ
ワ
カ
レ
ズ
　
　
ヒ
ツ
キ
モ
ナ
ク
　
ム
ラ
カ
レ
タ
ル
コ
ト
ト
リ
ノ
 

鶏
子
、
渾
�
而

含

牙

、
及
其
清
陽
者
 

コ
ノ
ゴ
ト
ク
　
　
タ
ゞ
ヨ
ヒ
テ
キ
ザ
シ
ヲ
フ
ク
メ
リ
　
　
　
　
カ
レ
ス
メ
ル
　
　
モ
ノ
ハ
 

地
　

、
精
妙
之
合
搏
易
重
濁
之
凝
場
 

ナ
リ
キ
 

薄
靡
而
為
天
、
重

濁

者
淹
滞
而
為
 

タ
ナ
ビ
キ
テ
ア
メ
ト
ナ
リ
　
　
　
　
ニ
ゴ
レ
ル
モ
ノ
ハ
ツ
ゞ

キ

テ

ツ
チ
ト
 

難
故
天
先
成
而

地

後

定

、
然
而
神
 

聖
生

其

中
焉
、
 

カ
レ
ア
メ
　
　

ナ

リ

テ
ノ
チ
ゾ
ツ
チ
ハ
ナ
リ
ケ
ル
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ノ
 

ナ
カ
ニ
カ
ミ
ナ
リ
マ
セ
リ
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○
及
ハ
捨
て
、
○
其
は
、
加カ

礼レ

と
訓
べ
し
、（
巻
二
・
十
丁
表
一
行
）

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
「
其
」
字
で
意
は
尽
く
さ
れ
て
お
り
、「
及
」
字
は
漢

文
的
な
潤
色
で
あ
っ
て
、
訓
む
必
要
は
な
い
と
の
意
な
の
で
あ
ろ
う
。

続
く
「
陽
」
字
、「
重
」
字
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

○
清
陽
者
は
、
須ス

米メ

流ル

母モ

能ノ

波ハ

と
訓
て
、
陽
は
捨
べ
し
、（
巻
二
・
十
丁
表
一
行
）

○
重
は
﹇
地ツ
チ

と
云
べ
き
に
添
ヘ

て
書
ケ

る
に
て
、
そ
は
地
は
濁
れ
る
中
に
、
重オ
モ

き
も
の
ゝ
な

り
し
と
云
フ

意
に
て
書
れ
し
な
る
べ
け
れ
ど
、
此
ノ

字
無
ク

て
も
調シ
ラ

よベ
　

ろ
し
け
れ
ば
、﹈
捨

べ
し
、（
巻
二
・
十
丁
裏
八
行
）

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
陽
」
字
に
関
し
て
は
、
当
該
部
分
を
「
す
め
る
」
と
訓
む
以
上

「
陽
」
字
は
不
要
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。「
重
」
字
に
関
し
て
は
、
そ
の
意
を
一
応
認
め
て
は

い
る
も
の
の
、「
無
く
て
も
調
よ
ろ
し
け
れ
ば
」
と
い
う
理
由
付
け
で
捨
て
て
し
ま
っ
て
い

る
。「

調
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
「
先
」
字
の
部
分
に
つ
い
て
も
、

○
故カ
レ

天ア
メ

先マ
ヅ

成
而
ナ
リ
テ

地
ノ
チ
ゾ

後
ツ
チ
ハ

定
ナ
リ
ケ
ル

、

中
の

字
は

し
﹇

ば

し、
（

二
・
十
二
丁
表
四
行
）

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
故
天
先
成
而
地
後
定
」
の
本
文
は
「
天
先
成
」「
地
後
定
」
で
対

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
ア
メ
マ
ヅ
ナ
リ
テ
」「
ツ
チ
ノ
チ
ニ
サ
ダ
マ
ル
」
と
訓
読

す
れ
ば
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
14
）

の
で
あ
る
が
、「
地
後
〜
」
を
「
ノ
チ
ゾ
ツ
チ
ハ
〜
」
と
係
助

詞
「
ゾ
」（
お
よ
び
「
ハ
」）
を
入
れ
て
訓
で
い
る
た
め
に
、「
天
先
」
の
部
分
と
の
対
と
は
考

え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

著
者
の
言
う
「
調
」
の
良
し
悪
し
に
よ
る
本
文
文
字
の
取
捨
と
は
、「
訓
む
」
こ
と
に
よ
っ

て
再
構
成
さ
れ
た
日
本
語
の
問
題
な
の
で
は
な
く
、
元
々
の
日
本
語
を
書
き
表
し
た
文
字
構
成

と
し
て
の
漢
字
本
文
の
問
題
な
の
で
あ
ろ
う
。

「
精
妙
」
以
下
の
十
二
字
に
つ
い
て
は
、

○
精
妙
云
云
の
十
二
字
は
捨
べ
し
、﹇
今
本
に
、
ア
フ
ギ
ヤ
ス
ク
カ
タ
マ
リ
ガ
タ
シ
と
あ

る
は
、
い
な
か
る
事
に
か
、
心
得
ず
、﹈
古
は
漢
籍
に
此
ノ

文コ
ト

あ
る
を
、
何ナ
ニ

の
分ワ

別キ

も
な

く
用ト
ラ

れ
た
る
事
な
れ
ど
も
、
…
…
（
巻
二
・
十
一
丁
裏
四
行
）

〈
図
八
〉
同
（
第
二
冊
六
丁
裏
）

〈
図
七
〉
巻
二
　
本
文
注
釈
冒
頭
部
分
（
第
二
冊
六
丁
表
）
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と
し
て
、
当
該
部
分
が
漢
籍
に
出
典
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
不
用
意
な

引
用
に
依
る
無
用
の
記
述
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
著
者
の
知
見
か
ら
見
れ

ば
、
内
容
か
ら
見
て
、
先
行
す
る
「
其
清
陽
者
薄
靡
而
為
天
重
濁
者
淹
滞
而
為
地
」
の
部
分
と

重
複
す
る
記
述
（
15
）

で
あ
る
こ
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
あ
ろ
う
。
こ
の
項
に
つ
い
て
の

注
釈
で
は
、
さ
ら
に
、

天
の
成
就
ナ
レ
ル

は
易
ヤ
ス
ク

と
は
、
彼
ノ

漢
國
の
事
を
の
み
主ム
ネ

と
は
し
た
る
説コ
ト

な
り
、（
巻
二
・
十
二
丁

表
三
）

と
し
て
、
天
・
地
の
内
、
天
の
生
成
を
優
先
す
る
記
述
は
「
漢
國
」
の
「
説
」
と
、
理
由
を
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
我
が
国
の
考
え
方
に
そ
ぐ
わ
な
い
漢
籍
の
不
用
意
な
引
用
箇
所
は
、

「
捨
」
て
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
考
え
方
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
本
文
漢
字
句
の
取

捨
に
つ
い
て
は
各
々
に
理
由
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
漢
文
の
潤
色
」
に
よ
る
漢
字
句
を

捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
き
表
さ
れ
た
本
来
の
日
本
語
を
再
現
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
形
態
と
し
て
の
日
本
語
文
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
語
文
に
よ
っ
て
書
き

表
さ
れ
た
内
容
、
原
著
者
の
考
え
方
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
正
し
く
汲
み
取
る
こ
と
が
「
訓
」

な
の
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
方
途
を
示
そ
う
と
し
た
の
が
本
書
「
訓
考
」
な
の
で
あ
る
、
と
い

う
姿
勢
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
意
図
で
掲
げ
ら
れ
た
本
文
に
注
さ
れ
た
訓
読
も
ま
た
特
徴
的
で
あ
る
。
先
に

本
書
が
、
寛
文
九
年
版
本
に
依
拠
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
旨
は
述
べ
た
が
、
訓
読
に
関
し
て

は
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

先
ず
、
返
読
符
合
を
一
切
用
い
て
い
な
い
。
区
切
り
符
号
と
し
て
「
、
」
を
用
い
て
い
る
の

み
で
あ
り
、
専
ら
片
仮
名
に
よ
る
傍
訓
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
傍
訓
の
施
し
方
は
、
右
に

掲
げ
た
箇
所
か
ら
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
、

未ワ
カ

剖レ
ズ

如
ト
リ
ノ

鶏コ
ノ

子
ゴ
ト
ク

な
ど
の
よ
う
に
、
返
読
と
い
う
こ
と
に
顧
慮
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
（
16
）

。

こ
れ
は
、「
未
剖
」「
如
鶏
子
」
と
い
う
漢
字
句
を
訓
読
し
た
結
果
「
わ
か
れ
ず
」「
と
り
の

こ
の
ご
と
し
」
と
い
う
日
本
語
が
再
構
成
さ
れ
る
、
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
わ
か
れ
ず
」

「
と
り
の
こ
の
ご
と
し
」
と
い
う
日
本
語
を
書
き
表
し
た
姿
と
し
て
「
未
剖
」「
如
鶏
子
」
と
い

う
文
字
列
を
と
ら
え
て
い
る
も
の
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
本
文
の
取
捨
及
び
訓
の
施
し
方
は
、
著
者
の
一
貫
し
た
考
え
方
を
現
し
て
本

書
全
編
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
の
一
々
を
掲
げ
尽
く
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
が
、

特
徴
的
な
一
点
を
以
下
に
述
べ
る
。

「
四
神
出
生
章
」
一
書
第
九
に
以
下
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

伊
弉
諾
尊
乃
投
其
杖
曰
自
此
以
還
雷
不
敢
来
是
謂
岐
神
此
本
號
来
名
戸
之
祖
神
焉

伊
弉
諾
尊
が
、
伊
弉
冉
尊
を
追
っ
て
黄
泉
国
ま
で
行
き
、
そ
の
変
わ
り
果
て
た
姿
に
驚
い
て

逃
げ
帰
る
際
に
伊
弉
冉
尊
が
差
し
向
け
た
「
八
雷
」
に
追
わ
れ
、
そ
れ
を
遮
っ
た
場
面
で
、
前

後
か
ら
考
え
る
と
、「
伊
弉
諾
尊
が
「
こ
こ
か
ら
こ
ち
ら
へ
は
来
る
な
。」
と
言
っ
た
こ
と
が

「
岐
神
」
と
な
っ
た
」
と
解
せ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
「
岐
神
」
の
「
本
號
」
と
し
て
「
来
名
戸

之
祖
神
（
ク
ナ
ド
ノ
オ
ホ
ヂ
カ
ミ
）」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
神
名
に
合
致
さ
せ
て
、
本

文
の
伊
弉
諾
尊
の
発
話
「
不
敢
来
」
を
敢
え
て
「
ア
ヘ
テ
ク
ナ
」
と
訓
む
伝
本
が
あ
る
こ
と
を
、

以
前
に
小
考
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
17
）

。
多
く
の
伝
本
で
は
こ
の
「
不
敢
来
」
は
「
ア
ヘ
テ
コ
ズ
」

ま
た
は
「
ナ
コ
ソ
」
の
よ
う
に
訓
で
い
る
。
本
書
も

曰
自
此
以
還
雷
不
敢
来

コ
ナ
タ
ヘ
イ
カ
ヅ
チ
ナ
コ
ソ
ト
ノ
リ
タ
マ
フ

（
巻
五
・
七
十
五
丁
表
三
行
以
下
）

と
傍
訓
を
施
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
先
行
す
る
諸
伝
本
や
注
釈
書
類
に
従
い
、「
不
敢
来
」

の
本
文
字
句
か
ら
考
え
ら
れ
る
範
囲
で
、
こ
の
よ
う
に
訓
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

続
く
「
此
本
號
来
名
戸
之
祖
神
焉
」
の
部
分
に
は
傍
訓
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
全
付
訓
を
目
指

し
た
本
書
の
意
図
か
ら
す
る
と
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
書
の
当
該
部
分
へ

の
注
釈
で
は
、

○
此
ノ

本
號
云
云
は
古
事
記
傳
﹇
四
十
六
丁
﹈
髻
華
ノ

山
蔭
な
ど
に
こ
は
道
餐
祭
ノ

祝
詞
に

依
リ

て
後
ノ

書
加
ヘ

た
る
非ヒ
ガ

事コ
ト

な
り
﹇
…
…
（
中
略
）
…
…
﹈
と
あ
る
に
依
リ

て
、
讀
を
略

き
た
り
、
猶
後
ノ

人
考
べ
し
（
巻
五
・
八
十
丁
裏
二
行
以
下
）

と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
宣
長
は
、
日
本
書
紀
の
こ
の
部
分
を
掲
げ
て
「
岐
神
」
は
「
フ
ナ
ド

ノ
カ
ミ
」
で
あ
っ
て
「
ク
ナ
ド
ノ
カ
ミ
」
と
訓
む
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
は
い
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
は
本
文
の
「
来
名
戸
之
祖
神
」
を
後
人
の
誤
補
入
と
み
な
す
こ
と
し
か
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
（
18
）

。
ま
た
先
行
諸
伝
本
の
「
ア
ヘ
テ
コ
ズ
」「
ナ
コ
ソ
」
と
「
フ
ナ
ド
ノ
カ

ミ
」
の
名
と
の
関
係
の
説
明
も
で
き
な
い
。
む
ろ
ん
神
名
を
含
む
こ
の
部
分
を
「
漢
文
の
潤
色
」

と
し
て
捨
て
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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著
者
は
結
局
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
明
確
な
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
「
後
人
の
考

べ
し
」
と
判
断
を
回
避
し
て
し
ま
い
、
本
文
を
掲
げ
た
ま
ま
傍
訓
を
施
さ
な
い
と
い
う
形
を
採

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
書
紀
本
文
と
先
行
す
る
諸
伝
本
、
及
び
依
っ
て
立
と
う
と
し

た
『
古
事
記
傳
』
の
間
で
、
十
分
な
考
察
に
至
ら
ず
揺
れ
動
く
著
者
の
姿
勢
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
箇
所
で
は
あ
る
。

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、『
古
事
記
傳
』
に
全
面
的
に
依
拠
し
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
『
日

本
書
紀
』
の
注
釈
書
を
目
指
し
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
根

底
に
は
、
書
紀
本
文
は
、
漢
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
語
を
漢
字
で
書
き
表

そ
う
と
し
た
も
の
が
元
々
の
姿
で
あ
り
、
そ
の
上
に
「
漢
文
の
潤
色
」
が
加
わ
っ
て
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
の
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
文
か
ら
潤
色
を
廃
し
、
元
々
の

日
本
語
を
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
傍
訓
に
施
す
、
と
い
う
形
態
を
取
り
、
そ
の
根
拠
を
注
釈
部
分

に
縷
々
詳
細
に
説
明
し
て
い
く
と
い
う
著
述
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
発
想
自
体
が
無
理
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
神
代
巻
上
半
ば
ま
で
し
か
上
梓
さ

れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

現
代
の
目
か
ら
見
る
と
、
か
な
り
無
謀
な
著
作
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
内
容
そ
の
も
の
も
日

本
書
紀
研
究
そ
の
も
の
や
研
究
史
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
の
で
は
あ
ろ
う

が
、
漢
文
文
献
（
就
中
上
代
漢
文
文
献
あ
る
い
は
漢
字
書
き
資
料
）
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
し

て
、
本
書
著
作
当
時
に
は
こ
の
よ
う
な
方
向
性
も
あ
っ
た
、
と
い
う
点
で
、
注
目
に
値
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
漢
字
と
日
本
語
、
あ
る
い
は
日
本
語
を
書
き
表
す
文
字
と
し
て
の
漢
字

（
漢
字
句
）
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
多
様
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
一
端
と
し
て
見
て

み
た
と
き
、
本
書
著
作
の
姿
勢
は
興
味
深
い
。

注

（
１
）
巻
一
本
文
冒
頭
の
内
題
に
付
さ
れ
た
傍
訓
に
よ
れ
ば
「
ヤ
マ
ト
ブ
ミ
ノ
ヨ
ミ
ノ
カ
ム
ガ
ヘ
」
と
訓

む
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
例
え
ば
、
鈴
木
重
胤
『
日
本
書
紀
傳
』（
全
二
十
七
巻
・
安
政
二
年
稿
・
明
治
四
十
三
年
公
刊
）、

田
中
頼
庸
『
校
訂
日
本
紀
』（
全
二
巻
・
明
治
十
三
年
）、
敷
田
年
治
『
日
本
紀
評
註
』（
全
二
十
六

巻
・
明
治
二
十
四
年
）、
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釋
』（
全
七
十
巻
・
明
治
三
十
二
年
成
稿
）、
な

ど
。

（
３
）
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
和
学
者
総
覧
』（
平
成
二
年
・
汲
古
書
院
）
な
ど
に
よ
る
。

（
４
）
本
書
に
は
後
述
の
よ
う
に
本
居
豊
穎
門
人
田
所
千
秋
の
序
文
が
あ
る
。

（
５
）
補
訂
版
（
平
成
二
年
・
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、『
越
佐
人
物
誌
』
の
「
著
述
目
録
」
よ

る
の
み
で
、
著
述
の
時
期
や
巻
数
、
現
存
本
の
所
在
に
つ
い
て
の
記
述
等
は
無
い
。

（
６
）
牧
田
利
平
『
越
佐
人
物
誌
』（
昭
和
四
十
七
〜
九
年
・
野
島
出
版
）
に
よ
る
。

（
７
）
書
紀
本
文
の
一
書
部
分
を
割
書
と
す
る
の
は
、
諸
伝
本
中
で
も
比
較
的
古
態
を
有
す
る
も
の
の
特

色
と
言
え
る
（
拙
著
『
六
種
対
照
日
本
書
紀
神
代
巻
和
訓
研
究
索
引
』
平
成
７
年
２
月
・
武
蔵
野
書

院
・
研
究
編
な
ど
）。
一
方
で
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
書
は
本
文
の
底
本
と
し
て
寛
文
九
年
版

本
に
依
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
文
九
年
版
本
は
、
一
書
部
分
を
割
書
に
は
し
て
い
な
い
。
何

故
に
本
書
著
者
は
一
書
部
分
の
割
書
を
採
用
し
た
も
の
か
、
元
々
の
書
紀
の
態
様
に
つ
い
て
、
一
書

部
分
の
割
書
を
想
定
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
本
書
中
に
は
明
示
さ
れ
て

は
い
な
い
。

（
８
）
当
該
の
用
例
「
於
褒
婀
娜
武
智
」（
宝
剣
出
現
章
一
書
第
二
）
の
掲
出
位
置
が
「
巻
一
・
三
十
八

丁
」
に
あ
た
る
伝
本
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
寛
文
九
年
版
本
以
外
に
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
、
寛
文
九
年
版
本
本
文
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
成
っ
た
類
の
も
の
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
９
）
当
該
の
文
字
が
万
葉
仮
名
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
は
、
特
に
固
有
名
な
ど
に
つ
い
て
は
大
き
く
揺

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
に
掲
げ
ら
れ
た
仮
名
の
用
例
と
、
現
代
で
の
一
般
的
な
考
え

方
に
従
っ
て
見
た
「
日
本
書
紀
の
万
葉
仮
名
の
用
例
」
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
10
）
た
だ
し
『
古
事
記
傳
』
で
は
底
本
の
み
な
ら
ず
異
本
に
見
え
る
用
例
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
が
、

本
書
で
は
異
本
の
例
に
わ
た
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

（
11
）
万
葉
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
用
例
の
採
り
方
や
そ
の
字
音
に
つ
い
て
、『
古
事
記
傳
』

の
記
述
に
あ
て
は
め
て
分
類
・
整
理
す
る
の
で
は
な
く
、
書
紀
の
用
例
そ
の
も
の
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
行
え
ば
、
む
し
ろ
上
代
特
殊
仮
名
遣
に
あ
た
る
書
き
分
け
は
『
古
事
記
』
の
そ
れ
よ
り
も

よ
り
明
確
に
見
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
編
纂
の
動
機
か
ら
推
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
向

で
の
考
察
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
12
）
日
本
書
紀
の
記
述
に
従
っ
た
「
系
図
」
で
は
あ
る
が
、
第
一
に
掲
げ
る
の
が
「
天
御
中
主
尊
」
で

あ
る
点
は
書
紀
の
記
述
に
は
合
致
し
な
い
。
天
地
開
闢
時
の
神
の
出
現
順
で
は
、
書
紀
本
文
本
伝
で

は
「
国
常
立
尊
」
が
第
一
で
あ
り
、「
天
御
中
主
尊
」
を
第
一
に
掲
げ
る
の
は
一
書
第
四
で
あ
る
。

『
古
事
記
』
で
は
「
天
之
御
中
主
神
」
を
天
地
開
闢
の
第
一
と
す
る
。
本
書
の
こ
の
記
述
が
『
古
事

記
』（
あ
る
い
は
『
古
事
記
傳
』）
の
そ
れ
に
従
っ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
天
御
中
主
尊
」
を

天
地
の
中
心
神
と
す
る
中
世
以
降
の
神
道
説
に
依
っ
た
も
の
な
の
か
、
俄
に
は
判
断
し
か
ね
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

（
13
）
寛
文
九
年
版
本
を
底
本
と
し
て
、
私
に
作
成
し
た
校
本
に
よ
る

（
14
）
実
際
、
寛
文
九
年
版
本
を
は
じ
め
多
く
の
諸
伝
本
が
そ
の
よ
う
な
訓
み
方
を
し
て
い
る
。

（
15
）
書
紀
本
文
の
こ
れ
ら
の
部
分
は
『
淮
南
子
』
か
ら
の
引
用
と
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
こ
の
よ
う
な
傍
訓
の
施
し
方
は
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
類
で
は
、
橘
守
部
『
稜
威
道
別
』（
弘

化
二
年
）
な
ど
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
（
前
掲
（
７
）
書
）。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
『
仮
名
日
本
紀
』
の

類
で
、
仮
名
書
き
さ
れ
た
本
文
と
そ
の
右
傍
に
注
記
さ
れ
た
漢
字
本
文
と
の
関
係
に
も
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
る
（
拙
稿
「
享
保
版
假
名
神
代
紀
に
つ
い
て
（
一
）
〜
（
三
）」
放
送
大
学
研
究
年
報
第
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十
一
〜
十
三
号
・
平
成
六
〜
八
年
）。

（
17
）「「
不
敢
來
」
考
―
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
書
紀
訓
読
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」
東
京
都
高
等

学
校
教
育
研
究
会
紀
要
第
二
十
四
号
・
昭
和
六
十
一
年
、「「
不
敢
來
」
再
考
」
武
蔵
野
書
院
『
武
蔵

野
文
学
』
四
十
七
号
・
平
成
十
二
年

（
18
）『
古
事
記
傳
』
で
は
、「
フ
ナ
（
経
な
）」
と
「
ク
ナ
（
来
な
）」
の
「
フ
」
と
「
ク
」
は
相
通
し
、

意
義
上
矛
盾
し
な
い
と
の
記
述
で
こ
の
部
分
を
解
釈
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
そ
れ
を
採
っ
て
い
な

い
。

（
平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
日
受
理
）
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A Study on Nihonshoki Kunkou

Katsumi SUGIURA

ABSTRACT

Nihonshoki Kunkou is an annmotation of the first two books of Nihonnshoki, published in 1880. It was

published in incomplete form by Shirota Seki who was a classicist in Kashiwazaki, Echigo.

This book was modeled on Kojiki-den that was written by Norinaga Motoori in 1798. Seki wanted to

write an annmotation book that equals Kojiki-den. He aimed to eliminate Chinese embellishments on the

original Nihonshoki. His intentions are turning up on this book, shuch as revisions of text, diacritics, and

annotations. This paper is the one that announced these characteristics of this book.


